
　日本ジュエリー協会（JJA）の技能者
育成支援の一環として、大会運営の協
力に、運営委員兼競技委員主査の坂
巻章雄氏（副委員長）、競技委員の小
池淨氏（同委員）、榊原俊洋氏（同委
員）、今野琢也氏（㈱ミキモト装身具）
の4名を派遣した「第62回 技能五輪
全国大会」が、11月22日～25日の4日
間、愛知県で開催され、ジュエリー製
作競技となる「貴金属装身具」職種の
受賞者が発表された。
　金賞は松渕颯馬氏（東京、ヒコ・み
づのジュエリーカレッジ）、銀賞＝土田
里彩子（山梨、山梨県立宝石美術専門
学校）、銅賞＝下出晏慈氏（山梨、㈱オ
ギハラ）、敢闘賞＝國井綾乃氏（東京
都、ヒコ・みづのジュエリーカレッジ）、
の4人が受賞。
　今年の競技課題は4つに分割され、
課題ごとに採点が行われた、1日目に
は課題の飾り部分を製作。2日目には
前日に製作した課題を組み合わせ、最
終仕上げまでを行い、作品を完成させ
た。また、フリーデザインを起こし、それ

を作品に組み入れる内容も含まれ、完
成した作品に対して総合評価が与えら
れた。ライブ配信も行われ真剣に取り
組む選手の姿が配信された。
　貴金属装身具職種とは、金、銀、プラ
チナなどの貴金属や宝石を材料とし
て、様々な形に加工されたペンダントや
指輪、ブレスレット、ブローチなどを作
る職人のこと。天然の宝石は、その希
少性が尊ばれ、色・形状も一つ一つ異
なる。自分の指先から、世界でひとつだ
けのジュエリーを生み出せる、そこがこ
の仕事の最大の魅力。貴金属装身具
製作技能士の活躍の場は、主に宝飾
店やジュエリー工房。きわめて専門的
な職人世界で、需要の絶えない活発な
業界である。
　競技委員主査の坂巻章雄氏（㈲坂
巻工芸社）は、「ポイントは確実な作業
力。貴金属の特性を活かし、繊細な装
身具をミスなく製作するには、作業の
確実性が重要。デザインが優れている
ことはもちろんですが、迅速かつ丁寧な
作業が何よりも大切です。国際大会と

同等レベルが求められ、それぞれの工
程で一切の妥協は許されません。同時
にデザインをカタチにする応用技術が
あって、初めて優美な貴金属装身具が
完成します」と解説している。
　JJAの技能者育成支援委員会では
「ものづくり」に対する関心を高め、技
能大会への参加者を増やし、ひいては
日本のジュエリーの品質
を維持向上させるため、
2015年度より表彰制度
を設け、入賞者には報奨
金（金賞10万円、銀賞5万
円、銅賞3万円）を授与し
ている。
　この大会は昭和38年よ
り毎年開催されており、幅
広い職種を対象にした唯
一の全国レベルの技能競
技大会。また、偶数年度の
大会は、翌年に開催され
る技能五輪国際大会（隔年開催）の選
手選考を兼ねる。

技能五輪国際大会で銅メダル獲得
13年ぶりに福島大志さんが奮闘

　2年に一度開催される、60の国と地
域から優秀な成績を収めた選手が技
術を競い合う「第47回技能五輪国際
大会」が、フランス・リヨンで、9月10日
～15日の6日間にわたり開催され、世
界16カ国が参加した貴金属装身具職
種に挑んだ福島大志さんが銅賞を獲
得した。なお福島さんは、2023年度の
技能五輪全国大会で金賞を獲得して
いる。

　金賞は中国、銀賞は
韓国、銅賞は日本とな
り、敢闘賞は、フラン
ス、台湾、インド、イラ
ン、オーストラリアと
なった。
　銅賞は喜ばしいこと
だが、近年の大会では
中国や韓国が連続し
て金賞を獲得するな
ど、日本の強化不足が
見られており、課題と
なっている。

　次の第48回は2026年の9月に中
国・上海で開催され、第49回は日本
（愛知）での開催が決定している。

次世代を育成する「貴金属装身具」職種
宝飾店やジュエリー工房で活躍する
専門的なジュエリー職人を応援

　「カンブリア宮
殿」「ワールド・ビ

ジネスサテライト」「ガイアの夜明け」
「スーパーJチャンネル」ほか、日経新
聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、東
京新聞、日経産業新聞、産経新聞、日
経MJ、PRESIDENTなど、数多くのメ
ディアに取り上げられている「オーダー
スーツSADA」の代表取締役社長 佐
田展隆（さだのぶたか）氏による講演
会が、2025年2月12日15時40分から
始まる眼鏡記者会（加盟5社6媒体：美
濃部隆代表幹事）の「2025年 新春賀
詞交歓会」にて開催される。
　佐田展隆氏は4代目の代表取締役社
長だ。TVなどでは、自社スーツを纏いス
キージャンプを飛んだり、富士山に登っ
たり、東京マラソンを完走するなど人を

驚かす行動力の持
ち主である。その人
を惹きつける面白さ
の中で自社のスー
ツを忘れさせない
強い自社PR力が売
りのように見えるか
もしれないが、佐田
社長の話が聞きた
いと殺到する講演
の内容は、「借金25
億円・どん底からの

逆転」である。破綻寸前の会
社を黒字化するも、莫大に抱
えた有利子負債の問題を解
決すべく2007年に金融機関
の債権放棄と共に会社を再
生ファンドに売却することを
決意した後、経営コンサルタ
ントを経て、2011年に当時の
オーナーから再び立て直し
を任され、佐田に復帰。再び
社長としてオーダースーツの

工場直販事業に注力し、本格フルオー
ダースーツ初回限定19,800円という衝
撃的な価格を打ち出し、V字回復した業
界の風雲児と呼ばれるストーリーが人
気の講演となっている。
　この新春賀詞交歓会は、眼鏡記者会
が主催するもので、例年は眼鏡業界向
けの懇親を図る場としているが、佐田社
長には特別に来ていただけることにな
り、眼鏡業界関係者以外で話を聞きた
いという人がいるかもしれないということ
から、今回は業界の枠を超えて案内して
いる。会場はオーラムビル。佐田社長の
講演は16時～17時15分まで（予定）。
　興味のある方は、㈱時計美術宝飾
新聞社：藤井勇人までご連絡を
（080-4446－0460／hayato@car-
ol.ocn.ne.jp）。
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　セイコーグループ㈱は、2025年
日本国際博覧会のシグネチャーパ
ビリオンにおいて、音楽家であり数
学研究者、STEAM教育家の中島
さち子氏がプロデューサーを務め
る「いのちの遊び場クラゲ館」に、
パートナーとして協賛することを発
表した。
　同社は、クラゲ館の敷地内に“生物 の根源”を象徴するクラゲをモ

チーフに
制作した
直径2メー
トル の日
時計を設
置するほ

か、オリジナル日時計作りを通して
“人類と時”について考えるワーク
ショップ「時育®（ときいく）わくわ
く日時計づくり教室」を実施する予
定だ。これらの取り組みを通して、
「生きる喜びや楽しさを感じ、とも
にいのちを高めていく共創の場の
創出」を目指す中島さち子氏の理
念実現に協力していく。
　日時計は、“いのちの源”とも言え
る太陽を通して時間を知ることがで
きる人類最初の時計。太陽と地球と
が作り出す「時」は、人類が生まれる
以前から今も変わらない時間のサ
イクルを繰り返しており、このサイク

ルの中で様々な“いのち”が生まれてき
た。今回制作した日時計では、地球上に
おける生物誕生初期に生まれ、生物の
根源とも言えるクラゲをモチーフとしてい
る。実際に時刻を読み取ることのできる
この「セイコークラゲ日時計」を通して、
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発
表 訪れた人に“い

のち”や“進化”、
“創造性”とは何
かを考える時間
を提供する。

銅メダル獲得の福島大志さん
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